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技術相談 

提供可能技術： 

各種有機性廃棄物・未利用炭化水素資源のエネルギ一転換技術 

小型オ一トクレ一ブを用いた各種高温高圧実験（' 450C、 '-'20 MPa) 

小型流動層を用いた各種高温実験（--'1500C：この温度域の流動層実験炉は唯一無ニ） 

その他ニ一ズに合わせたラボスケ一ル実験装置の作成およびそれを用いた試験 

様々な廃棄物・未利用資源から様々なエネルギー（液体・ガス燃料、水素、発電等）へ変換 研究内容： 

廃棄物はどのような産業であれ規模の大小はありますが、必ず発生するものです。資源の少ない我が国ではエネル 

ギーセキュリティの観点からもこれら廃棄物を有効に利用する必要があります。中でも生体由来の廃棄物である廃木材 

や廃食用油、農業残渣、下水汚泥等はバイオマスであり、これらを化石代替燃料として燃焼しても排出されるCo2は大 

気中Co2 濃度を増加させない（カーボンニユートラル）特徴があります。一方、廃プラスチツクは埋立地の確保が問題と 

なっており、有効利用が求められています。このような廃棄物を有効利用しようとすると、これらは地域に分散して排出 

されるため、収集コストが大きな問題となります。そこで、当研究室では廃棄物が排出される場所で必要なエネルギー 

へその場で変換することで収集コストを削減するための小規模でも効率的なエネルギー転換プロセスの開発をめざして 

います。これまで実際に産（官）学連携で、以下のような研究を行ってきました。 

―般廃棄物を想定した木質バイオマスとプラスチツクからの軽油代替燃焼製造（NEDO，一般企業と受託） 

低温物性が悪く利用が困難な動物油脂由来バイオデイーゼルの製造プロセス（一般企業と共同研究） 

下水汚泥からの高効率水素製造プロセス（国土交通省，一般企業および国立研究所と受託） 

高カリウム含有バイオマスの流動層燃焼における流動媒体の検討（一般企業と共同研究） 

下記は現在進行中の研究テーマの一部です。 
廃食油由来バイオディーゼル燃料（BDF）の製造 木質バイオマスと石炭の共液化 

石炭 

熱分解条件が比較的過酷 

液化するためには水素原子が不足 

液化生成物の極性が低い 

木質バイオマス 

比較的温和な条件で熱分解されて液化 

水素原子が豊冨 

液化油の極性が高くエンジンに使用不可 

循環に伴い溶媒の極性が高くなり固化 
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両者のメリットとデメリットを上手に組み合わせて既存の問‘を解決I 
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廃食油は植物油脂のほカりこ不純物を含む 

C。酬ゆOH厭鷺田ルが詰ま 
―ー一 ーー － 触媒を損縄 】 日Uト、J ' - J 低盟閥性の轟化 

イオン交換樹脂二段階法 ’ 熱分解法

遊離脂肪酸 → BDF 油脂 → BDF 

セ 油脂 

-3C0, BDF 

オーストラリアに植林されたユーカリと同じくオーストラリアで産出さ 

れ低品位で安価な褐炭を共液化することで石油代替燃料を製造 

炭化水素 

油脂の脱炭酸によって従来の3D「より 

低融点な炭化水素を製造 
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事前に遊離脂肪酸を3D日こ転 

新規水平回転円筒炉型バイオマスガス化炉の開発 
回 

新規水平回転円筒炉 
ガス化（吸熱） と讐些窯了加参亨れ書響子 

＜~力ス化至で冷フLた粒十 
CO(G( + H2(G( ~ C(S) + H2O (G) 
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ガス化室 

H2O 

燃焼（発熱） 

吟 
C(S) + O2(G( 9 CO2(G( 

一ー L“一． 従来のガス化プロセス 
部分燃焼力ス化

Air(O.HO (発－」= 
外部ェネルギーの投入が不要 

N2の混入により低カロリーガスが生成 

間接加熱ガス化 

H2O (0) 

中央に取り付けられた渦巻き機構によって粒子は行き来するがガスが混ざらない 

これによって、部分燃焼ガス化でも中カロリーガスを生成可能となる 

中カロリーガスを生成可能 

外部からエネルギーの投入が必要 
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提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メ一カ―) 

GOー日D・GO-2014,. GC-14B、 GC-8A （島津製作所） TOO・TOO-yE（島津製作所） 

GOー日D 用メタナイザ一・MTN-1（島津製作所） ハ口ゲン水分計・HMA1 101 (ASONE) 

GO-TCD・GC-14B.. GO-8A （島津製作所） 電磁誘導撹拌式オ一トクレ一ブ・特注（鈴木理化製作所） 

GO-MS・GOMS-QP5050A （島津製作所） 小型流動層反応炉・自作（要望に応じて改造可能） 

GO用オ一トサンプラ一・AOO-20i 縦型反応炉・自作（要望に応じて改造可能） 
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